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Ⅰ. はじめに 

 

東京女子医科大学（以下，本学）では，2011年 5月よ

り研究業績データベース（以下，業績 DB）の構築を開始

し，同年 12月 28 日に大学のウェブサイトで学外へ公開

した。その際，図書館内に事務局が設置され，図書館の

新たな仕事として業績 DB の運用を担うこととなった。

導入から学外公開を経て，現在に至るまでを報告する。 

 

Ⅱ. 本学業績 DB の紹介 

 

2011 年度に構築を開始した本学業績 DB1)は，2014 年

の時点で， 175 講座（部署），1,400 人あまりの教員によ

る約 5 万件の業績が登録され，講座業績は 2008 年度以

降，個人の業績は年度に関わりなく公開している。株式

会社エデュースによるパッケージソフト「研究業績プロ」

に，後述の様々なカスタマイズを加えて現在に至ってい

る。本学業績 DB の大きな特色は以下の 2 点である。 

①講座業績の表示 

本学の業績 DB は講座単位のページを年度で公開する

ことを基本とした。講座の業績リストを前面に出し，個

人の業績は講座ページに表示された所属者名から個人の
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ページへリンクして表示する。講座ページには各年度の

業績数や取得研究費，講座概要などの項目を設けた。業

績は学術雑誌掲載の論文，著書，学会発表に分け，論文

はさらに原著・総説等に分けて表示するようにした。講

座の業績数の集計もこれらの区分に基づいた。（図 1） 

常勤教員のいる部署は，助教以上の所属教員の氏名を

表示した。また，本学は医療施設を複数併設しており，

学会発表や論文執筆を行う教員以外のメディカルスタッ

フが所属する部署も多い。これらの部署も業績を公開で

きるようにした。  

②教員による入力 

データ入力は教員本人による入力を基本とし，複数著

者の場合、第一著者による入力を原則としている。ただ

し，講座の担当者・事務職員による代行入力も可とした。

教員以外の職種の職員については希望に応じてログイン

ID を作成し，入力できるようにした。 

ログイン ID には個人用と講座用があり，ログイン画

面は大学イントラネットページや学内向け図書館ページ

からリンクしている。個人用 ID では業績のほか学歴，

職歴等の個人情報，取得特許や教育活動といった幅広い

内容が入力可能である。講座用 ID では業績と講座概要

などの講座ページ用データが入力可能である。何れの場
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合も業績データ入力時には「紐づけ」作業を行う。「紐づ

け」とは，各業績に対して著者名・共著者名とそれぞれ

の所属講座を選択して関連付けることで，これにより業

績が各個人および各講座のページに反映されるようにな

っている。この機能については関西医科大学の井手の論

文が詳しい 2)。 

 

Ⅲ. 導入の経緯 

 

1. 業績 DB 導入以前 

業績 DB 導入以前、研究業績に関する業務は学会室が

全面的に担当していた。学会室は東京女子医科大学学会

の事務局業務を行う部署で，組織上の変遷を経て現在は

図書館の下部組織となっている。本学では，1988 年より

学内の研究業績を 1 年ごとにまとめ，年刊の研究業績集

として冊子体で発行していた。発行にあたり，学会室で

は研究業績データを各部署より収集し，編集を行ってい

た。しかし，データの収集および確認の作業に時間がか

かり，定期的な刊行を維持できなくなるのではという危

機感があった。そのため，作業量の軽減を目指し，業績

データ収集のオンライン化を模索していた。 
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2. 導入決定まで  

2010年 6月に「学校教育法施行規則等の一部改正」が

文部科学省より公布され，学校教育法施行規則第 172条

の 2第 1項第 3号により，大学教員の業績の公表が義務

付けられた 3)。公表手段は実質的にインターネットが推

奨されている。この頃すでに，研究業績集の発行が遅れ

気味となっていたため，現行の業績公表方法を見直すこ

とが喫緊の課題となった。2011 年 4 月 1 日の施行を前

に，何らかのシステムを導入して公表までの時間を短縮

し，検索可能で誰もがアクセスできる Web公開に移行し

たいという意識が学内で共有され急速に具体化した。Web

公開可能なシステムの導入が検討され，2011 年 2 月に

「研究業績プロ」を導入することが決定した。この際，

業績 DB の運用を図書館が担当し，サーバも図書館内に

設置することとなった。 

 

3. 図書館と研究業績 

2007 年に図書館事業として機関リポジトリの立ち上

げを構想した頃は，学会室が業績収集方法の刷新を模索

していた時期と重なる。一時は機関リポジトリと業績 DB

をひとつのシステムで実現できないかと，共同で検討し

ていた。結局，別々に考えた方が合理的との結論に至り，
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リポジトリが 2009 年に立ち上がったが，いずれは大学

の業績データと連携したいとの指向があった。こうした

経緯が下地となり，図書館が業績収集・公表業務を学会

室から引き継ぐ際にも，新システムの選定や運用計画に

ついて図書館からの提案が受け入れられることとなった。 

 

Ⅳ. 導入から公開まで 

 

1. 作業部会の設置 

 本学には，自己点検・評価審議委員会という会議体が

ある。この委員会は，教員組織と法人各部門の事務組織

から成っている。業績 DBの導入に際し，委員会内に業績

データベース作業部会が作られ，委員会の責任の下に業

績の収集・公表が行なわれることが明確になった。委員

の所属部署は図書館のほか，人事部，総務部，学務部，

研究支援部，情報システム部等から各 1 名であり，作業

部会長は教員が就任した。そして，委員会の規程に作業

部会について加える際に，図書館に編集事務局を置くこ

とを明文化するよう働きかけた。図書館が担当部署であ

ることを明示し，主体的に動ける根拠とするためである。 

作業部会の業務は，本学に最適な業績公表のあり方を

検討し，実施し，業績の収集・公表を継続的に維持して
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いくための仕組みを作ることである。それにはリーダー

シップを発揮して具体化していく必要があり，活動の根

拠があることは重要であった。 

 図書館内でも，筆者を含む担当者数名で委員会を作り，

本務の傍ら対応することとなった。 

 

2. 機器の設置 

 大学として業績 DB の導入が決定し，2011 年 3 月に

は図書館事務室内にサーバを設置する予定が組まれた。

しかし，3 月 11 日に東日本大震災が発生し，図書館は製

本雑誌書架の大半が倒壊する被害に見舞われた。また，

校舎の耐震状況の確認や補強工事等もあり，閉館を余儀

なくされたため，業績 DB サーバの設置作業を行える状

況ではなくなった。5 月に入り，利用可能となった部分

のみで一部開館を開始した。ここでようやく業績 DB サ

ーバを設置，システムの基本部分のインストールまでの

作業を終了した。 

 

3. 仕様決定まで 

サーバ設置が 2 か月遅れで行われたことに伴い，6 月

15 日にようやく第 1 回目の作業部会が開かれた。学校教

育法施行規則の改正をうけて， 9 月入力開始，年内の公
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開という厳しいスケジュールを決定した。また，業績 DB

の基礎となる公開ページの組織構造や，含める職員の範

囲，入力データ範囲，人事データの扱いなども決定した。

入力項目や画面レイアウトなど仕様の細部や具体的な作

業日程などは図書館内委員会で検討課題を整理し，作業

部会長の確認を得た後に主たる関係部署に提示して回答

をもらい，必要に応じて作業部会を招集して，全関係部

署に承認を取ったうえで決定事項とする形をとった。 

 

4. データ移行 

 2011 年 5 月の段階で，学会室は 2009 年分の業績デー

タ収集を終了していた。8 月，図書館が学会室の作業用

データベースよりおよそ 8,500 件の 2009 年分データの

提供を受け，業績 DB へ移行した。9 月，2010 年分の業

績についても学会室提出用ファイルを作成し終わってい

る部署から提出いただき，図書館で一括登録を行った。

この移行作業での登録データは，著者・共著者および所

属講座の「紐づけ」がされないため，その部分は実際に

入力可能となってから行うこととした。 

 

5. 説明会 

 業績データ入力マニュアルを作成し、9 月より入力説
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明会を開催した。河田町キャンパスで 6 回，東医療セン

ターで 3 回，八千代医療センターで 3 回，株式会社エデ

ュースより派遣された担当者 1 名と，図書館の担当者 3

名が説明を行った。また，大東キャンパスでは図書館の

大東分室担当司書が河田町キャンパスでの説明会受講後，

キャンパスの教職員に向けて説明会を開いた。また，希

望があった部署には図書館の担当者が出向いて個別説明

会を行った。説明会を受講した教職員は 2010 年度デー

タの入力および図書館が移行・登録作業を行った 2009

年・2010 年のデータの著者・共著者・所属講座との「紐

づけ」作業を開始した。11 月には講座用画面の設定が終

了し，講座用 ID での入力が始まった。 

 

6. 学外公開 

2011 年 12 月はじめから，公開用ページの画面設定が

始まった。不具合の修正や表示の検討を経て 12月 20日

に公開用ページのレイアウトが決定し，22日に学内向け

のテスト公開を行った。公開に際し，大学の広報担当が

業績 DB 用のアイコンを作成した。12 月 28 日に大学の

「情報公開」ページにアイコンを設置し，2009・2010年

度の業績を学外に公開した（図 2）。 
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Ⅴ. 仕様の継続的な検討と運用 

 

 2011 年内の公開は無事達成されたが，導入当初から検

討していたものの公開までに実現できなかった機能があ

った。また，システムが実際に動き始めてから事務局と

して気づいた点や利用者からの要望なども検討し，優先

順位をつけて仕様の改善を図っていった。以下に現在ま

でに改善した点を述べる。 

 

1. 「研究業績基準」の改訂 

「研究業績基準」は，本学の業績として登録すべき学

術情報の基準を示すものとして研究業績集とともに継承

されてきた。業績 DB への入力にあたり，いくつかの改

訂を加えた。大きな変更点は，次の 2 点である。第一は，

現職員は，本学以外での所属の業績も，個人業績として

のみであれば登録可能としたことである。これにより本

学にどのような実績を持った教員がいるかという観点で

情報公開できるようになった。これは，データベース化

によるメリットのひとつと思われる。第二に，従来の年

単位（1 月～12 月）から年度単位（4 月～3 月）へと単

位を変えたことである。また，電子版の扱いや，業績の

区分名等を業績 DB に合わせるなどの調整も行い，2012
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年 3 月に改訂版を作成し，業績 DB のログインページか

ら参照できるようにした。 

 

2. 公開ページの改良 

1) Corresponding Author（責任著者）の表示 

 公開時，講座の当該年度業績数一覧表の学術雑誌欄は

筆頭著者と共著者の 2 種で集計を行っていた。これに対

し教員より Corresponding Author は単なる共著者とは

区別すべきだとの指摘があり，2012 年 7 月に集計欄に

追加した。 

2) 入力データの翌日公開 

当初は毎年 7 月 1 日に前年度業績を公開する予定であ

ったが，入力データはすぐに公開したいという希望があ

り，2012 年 7 月 1 日以降は入力データを夜間処理によ

り翌日公開ページに反映するよう変更した。 

 

3. リポジトリ連携 

かねてより希望していた本学学術リポジトリ Twinkle

との連携を 2012 年 4 月より開始した。教員や講座担当

者が業績 DB に該当論文の著者最終稿をアップロードす

ると，事務局でそのファイルをチェックし，必要な著作

権処理の後，Twinkle で公開するという，業績データの
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入力から本文公開までの流れを作った。また，リポジト

リ登録されている業績には Twinkleアイコンを表示させ，

本文まで公開できる業績 DB を実現した。リポジトリ連

携の具体的な方法は既出の野田の論文 4)を参照されたい。 

 

4. 入力作業の軽減 

1) データ一括登録 

 外部文献データベースを業績 DB の入力に利用したい，

というのは導入当初からの課題であった。2012 年 3 月，

医中誌 Web と PubMed の検索結果および EndNote の

ファイルからデータの一括登録ができる機能を備えた。

一括登録は個人の責任で行うこととし，講座 ID からは

利用できない。また，データの登録後に講座・共著者へ

の「紐づけ」作業が必要となる。 

2) 講座概要の自動複写 

 講座ページは年度ごとに更新されるが，講座概要は大

きな変更がない場合も多い。そのため，4 月 1 日に前年

度の講座概要の内容を自動的に新年度の概要としてコピ

ーする機能をもたせ，2014 年度分より実行した。すでに

新しい概要が入力されていればそちらが優先される。 

 

5. ログイン ID の統合 
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 業績 DB は独自の ID・パスワードを使用していたが，

2013 年 9 月に学内における統合認証システム開通に合

わせ連携を行った。これにより学内連絡先ツールおよび

図書館ポータルサイト MyLibrary と共通の ID・パスワ

ードで業績 DB を利用できるようになった。同時に，業

績 DB の人事データ更新が自動更新へと変更され，人事

担当者の負担も一部軽減できた。 

 

6. データの質の維持 

1) 重複チェック機能強化 

 業績登録の際には，入力しようとしているデータがす

でに登録済みでないか予め検索するよう、メッセージを

表示して注意を促している。2014 年 3 月，登録にあたっ

て行う検索の結果を別画面で立ち上げ，利用しやすくし

た。さらに新規データを登録する場合，登録ボタンをク

リックするとデータベース内の検索を行い，重複入力を

防ぐメッセージとともに重複候補を表示するようにした。

（図 3） 

2) ISSN・DOI の必須化 

 さまざまな資料が業績として登録されるが，2014 年 3

月には ISSN，DOI を必須とし，それらを備えた雑誌や

論文を研究業績として登録するよう注意を促すかたちと
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した。 

 

7. 評価用リスト 

 講座単位の業績数とその裏付けとなる業績リストが帳

票で出力できる機能を付加した。2014 年初頭には自己点

検・評価用ツールとして出力し，イントラネットで閲覧

できるようにした。 

 

8. 広報 

入力促進のため，いままで学内の広報誌や医局へのチ

ラシの配布などを行っていたが，これに加え，業績 DB

に各部局の連絡用メールアドレスを登録し，一斉メール

送信を行う機能をもたせた。 

 

Ⅵ. 今後の課題 

 

 当面の課題としてデータの質の確保，入力の促進など

があげられる。 

業績 DBは学内外の評価に関係するため，質の確保が

不可欠である。なるべく労力をかけず正確なデータ入力

が可能になるよう改善を続け，研究者の入力意欲を高め

るべく努めている。その方策の一つとして，データ入力
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時に医中誌 Webと PubMedを検索し，検索結果を入力画

面に反映させられるようカスタマイズを進めており，

2014年度中に可能となる予定である。 

ほかにも講座ページをさらに充実させるため，業績と

しては入力できない社会的活動や受賞なども個人ページ

のみではなく講座ページにも表示可能なようにカスタマ

イズ予定である。また，導入当初より検討課題となって

いたが未だ手をつけられていないのが英語版である。こ

れに関しては，表記方法など導入前の準備も必要であ

り，学内関連部署との協議を進めていかなければならな

い。 

 

Ⅶ. おわりに 

 

大学全体に関わる業績 DBの事務局が図書館に置かれ

たことで，図書館が学内他部署と連携し，主体的に活動

することを求められた。これに関してはまだ手探りの部

分も多い。しかし，今まで以上に学内他部署と協働して

おり，それなりに図書館の存在を印象づけているのでは

ないかと思う。教員評価という大学組織にとってひとつ

の大きな課題の中で，教員にも支持されるデータベース

構築を続けていくため、今後とも図書館業務で培ったス
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キルを活かしつつ，地道に努力していきたい。 

 

本稿は，2014年 11月 20日に聖マリアンナ医科大学

で行われた第 21回日本医学図書館研究会での発表を加

筆修正したものである。 
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図 1 東京女子医科大学研究業績データベース 公開ページ 

 

図 2 研究業績データベースアイコンより公開ページへのリンク 

 

図 3 新規登録時の重複確認メッセージ 
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図 3 



Pub l i c a t i o n  o f  a  r e s e a r c h  a c h i e v e me n t  d a t ab a s e  a t  T o k y o  

Wome n ’ s  Me d i c a l  Un i v e r s i t y  

 

Tok yo  Wome n ’s  Me d i c a l  Un i ve r s i t y  p ub l i s h e d  a  r e s e a r c h  

a c h i e ve me n t  d a t a b a s e  on  De c e mb e r  2 8 ,  2 0 1 1 .  On  t h e  o c c a s i on  

o f  t h e  c on s t r u c t i o n  o f  t h i s  d a t ab a s e ,  i t  wa s  d e c i d e d  t h a t  t h e  

l i b r a r y  wou l d  b e  i n  c ha r ge  o f  s e c r e t a r i a t ,  a s  a  n e w  j ob  t a s k .  

T he  l i b r a r y  s t a r t e d  t h i s  wo r k  i n  May  2 0 1 1 ,  a nd  th e i r  r e s u l t s  

we r e  p ub l i s h e d  i n  De c e mbe r  o f  t h a t  y e a r,  i n  c oop e ra t i o n  w i t h  

t h e  r e l e van t  d e p a r tme n t s .  I n  t h i s  d a t ab a s e ,  t h e  p ub l i c  p age  i s  

mad e  up  w i t h  e a c h  c ou r s e  u n i t ,  a nd  r e s e a r c he r s  i n p u t  t h e i r  

r e s e a r c h  a c h i e ve me n t s  d a t a ,  i n  p r i n c i p l e .  A f t e r  2 0 1 2 ,  t h e  

d a t ab a s e  imp rove d  i t s  p ub l i c  p age  l a you t  a nd  i n p u t  me th od .  

A s  a  r e s u l t  o f  t h i s  imp r ove me n t ,  t h e  l i b r a r y  hop e d  t o  e nab l e  

r e s e a r c he r s  t o  i n p u t  t h e i r  d a t a  mo r e  a c c u ra t e l y.  F u r t he r  

imp rove me n t s  i n  t h e  f u t u r e  a r e  p l a nne d .  I n  a d d i t i o n ,  t h e  

l i b r a r y  i s  wo r k i n g  t o  p r omo te  t h e  r e l e van t  d e p a r t me n t s  a nd  

mo re  c oop e ra t i v e  r e l a t i o n s .  

 

Ke y wo rd s :  Re s e a r c h  A c h i e ve me n t  D a t ab a s e  

L i b ra r i e s ,  Me d i c a l  
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